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♦質問　
小
・
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
防
塵
対
策
に
つ
い
て

村
長　

小
学
校
で
は
グ
ラ
ウ
ン
ド

北
側
に
防
砂
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、

一
定
の
効
果
が
あ
っ
た
と
理
解
し

て
い
る
。
他
市
町
で
は
、「
薬
剤

散
布
に
よ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
固
め

る
方
法
」、「
ク
レ
イ
舗
装
」、「
人

工
芝
」
等
の
対
策
も
し
て
お
り
、

現
状
把
握
・
分
析
を
し
、
コ
ス
ト

面
も
含
め
よ
り
効
果
的
な
対
策
を

講
じ
て
い
き
た
い
。

質
問　

オ
レ
ン
ジ
パ
ー
ク
の
活
用

策
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
長　

本
年
度
に
オ
レ

ン
ジ
パ
ー
ク
第
2
期
分
の
用
地
を

買
収
し
、
敷
地
拡
大
に
伴
う
整
備

を
行
い
、
住
民
に
と
っ
て
利
用
し

や
す
い
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
構
想
に
つ

い
て
は
、
舟
橋
村
環
境
総
合
整
備

計
画
に
基
づ
き
、
オ
レ
ン
ジ
パ
ー

ク
で
村
歌
発
表
会
等
の
住
民
交
流

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
等
、
住
民

と
の
協
働
体
制
が
進
化
し
て
き
て

い
る
中
で
、
よ
り
住
民
交
流
が
促

進
さ
れ
憩
い
処
と
な
る
よ
う
、
住

民
参
画
で
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

全
国
小
さ
な
村
サ
ミ
ッ
ト

の
開
催
及
び
宣
伝
活
動
の
推
進
に

つ
い
て

村
長　

全
国
サ
ミ
ッ
ト
は
、
他
地

域
と
の
情
報
交
換
に
よ
り
本
地
域

が
地
域
を
あ
げ
て
取
り
組
む
活
動

を
更
に
発
展
さ
せ
、
地
域
住
民
が

何
を
行
っ
て
い
く
か
と
考
え
る
機

会
で
あ
る
。
現
段
階
で
は
共
助
体

制
を
構
築
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ

り
、
総
論
と
し
て
は
賛
成
だ
が
、

時
期
尚
早
と
考
え
て
い
る
。
宣
伝

活
動
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
舟
橋

村
の
す
ば
ら
し
い
住
環
境
を
村
外

に
発
信
す
る
こ
と
は
大
変
重
要
で

あ
り
、今
後
十
分
検
討
し
て
い
く
。

質
問　

東
部
消
防
組
合
に
つ
い
て

総
務
課
長　

東
部
消
防
組
合
は
平

成
25
年
１
月
に
設
立
、
同
3
月
に

消
防
本
部
の
運
用
が
開
始
し
、
本

村
が
常
備
消
防
と
な
っ
た
。
救
急

業
務
に
つ
い
て
は
、
昨
年
4
月
よ

り
上
市
消
防
署
の
管
轄
と
な
っ
て

い
る
。
今
年
4
月
よ
り
消
防
本
部

の
通
信
指
令
セ
ン
タ
ー
が
稼
動
し
、

１
１
９
番
通
報
は
本
部
の
一
括
管

理
と
な
っ
た
。
10
月
１
日
か
ら
は

舟
橋
分
遣
所
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、

迅
速
に
対
応
で
き
る
体
制
と
な
る
。

今
後
も
富
山
県
東
部
消
防
組
合
、

上
市
消
防
署
と
連
携
し
な
が
ら
、

よ
り
安
全
、
安
心
な
村
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

質
問　

共
通
番
号
制
度
（
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
）
へ
の
取
組
み
に
つ

い
て

総
務
課
長　
「
社
会
保
障
・
税
番

号
制
度
」
い
わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
制
度
」
は
、
社
会
保
障
・
税
・

災
害
対
策
の
各
分
野
に
つ
い
て
、

効
率
性
や
透
明
性
を
高
め
、公
平
・

公
正
な
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の

イ
ン
フ
ラ
整
備
で
あ
る
。「
正
確

な
所
得
の
把
握
」
に
よ
る
税
や
社

会
保
障
給
付
の
公
平
性
確
保
だ
け

で
な
く
、
今
後
多
岐
に
わ
た
る
分

野
で
の
利
活
用
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
平
成
28
年
1
月
の
制
度
ス
タ

ー
ト
に
向
け
、
今
年
度
よ
り
情
報

シ
ス
テ
ム
改
修
を
自
治
体
ク
ラ
ウ

ド
参
加
自
治
体
と
共
同
調
達
に
よ

り
順
次
実
施
し
、
制
度
開
始
に
備

え
て
い
く
。

平成26年度補正予算
◦一般会計
　補正額　5,125万1,000円の増額
　（累計 15億9,470万2,000円）

〈主な補正〉
・自治体クラウド及びマイナンバー
制度導入費� 3,125万円

・イベント広場整備工事費
1,629万円

・村道舟橋寺田駅線道路改良工事費
210万6千円

　

6
月
定
例
村
議
会
が
6
月
10
日
㈫
～
13
日
㈮
に
開
催
さ
れ
、

今
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
5
件
、
報
告
１
件
を
可

決
承
認
等
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
﨑
知
信
副
議
長
の

辞
職
に
伴
い
、
指
名
推
選
に
よ
り
野
村
信
夫
氏
が
副
議
長
に
選

出
さ
れ
ま
し
た
。

　

明
和
善
一
郎
、
川
﨑
和
夫
、
森
弘
秋
、
山
﨑
知
信
、
竹
島
貴

行
の
各
氏
が
行
っ
た
一
般
質
問
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

６月定例村議会開催

一
般
質
問
の
主
な
も
の

［人事案件］
・固定資産評価審査委員

北 岡 正 弘氏（国重）
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村
で
は
、「
豊
か
な
自
然
と
美
し
い
風
土
に
恵
ま
れ
た
ふ
る
さ
と
舟
橋
」
を
保
持
し
、
住
み

よ
い
生
活
環
境
を
創
造
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
８
月
３
日
㈰
を
「
舟
橋
村
ク
リ
ー
ン
デ
ー
」
と

定
め
、「
住
民
・
地
域
・
行
政
」
三
者
の
連
携
に
よ
る
環
境
保
全
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
活
動
に
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

地　　区 活動内容 集合場所 活動時間

舟 橋 白山神社、公民館周辺の清掃、
道路のゴミ拾い 舟橋公民館 午前 8 時～ 10時

仏 生 寺 道路の清掃等 仏生寺公民館 午前 8 時～ 10時

海 老 江 地区内の空き缶拾い、神社・
海老江会館の清掃 海老江会館 午前 6 時～ 7 時

竹 鼻 リバーサイド公園・地区内の
清掃 リバーサイド公園 午前 6 時30分～

7 時30分

竹 鼻 団 地 用水路の掃除等 用水路前 午前 6 時～ 7 時

古 海 老 江 地区内のゴミ拾い 古海老江公民館 午前 7 時～ 8 時

東 芦 原 地区内の清掃 東芦原公民館 午前 8 時～
9 時30分

芦 原 団 地 地区内の清掃 芦原団地公民館 午前 8 時～ 9 時

きらめきの郷 用水路の掃除、公園清掃等 きらめき団地内公園 午前 7 時30分～
8 時30分

稲 荷
地区公園の除草、地区内のご
み拾い、コミュニティセンター
周辺の除草・ごみ拾い

各班所定の場所 午前 7 時～ 8 時

国 重 地区公園・八幡神社の除草・
ごみ拾い、地区公民館の清掃

各公園
地区公民館 午前 6 時～ 7 時

竹 内 道路や周辺のゴミ拾い 竹内公民館 午前 6 時～ 7 時

役 場 公共施設周辺 役場庁舎前 午前 7 時～ 8 時

平成26年度のクリーンデーの活動内容

●
ふ
ん
・
尿
は
自
宅
で

　

飼
い
犬
の
フ
ン
の
放
置
は
、
村
の
条

例
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
排
便
は
自

宅
で
さ
せ
る
よ
う
に
、
し
つ
け
ま
し
ょ

う
。
散
歩
な
ど
外
出
時
の
フ
ン
は
持
ち

帰
り
、
便
器
に
排
出
す
る
な
ど
、
適
切

な
処
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
犬
を
ム
ダ
吠
え
さ
せ
な
い

　

近
所
の
犬
の
ム
ダ
吠
え
に
関
す
る
相

談
や
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
よ
く
吠
え
る
犬
は
獣
医
師
や
犬

の
訓
練
士
な
ど
に
相
談
を
。 

●
犬
の
放
し
飼
い
は
禁
止
で
す

　

小
さ
な
犬
で
も
苦
手
な
人
に
は
恐
怖

心
を
与
え
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
放
し

飼
い
を
せ
ず
、
必
ず
引
き
綱
を
つ
け
て

散
歩
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
も
し
飼

い
犬
が
迷
子
に
な
っ
た
と
き
は
、
中
部

厚
生
セ
ン
タ
ー（
℡
４
７
２

－

１
２
３
４
）

ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
犬
の
予
防
注
射
を
忘
れ
ず
に

　

犬
は
登
録
し
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を

毎
年
必
ず
受
け
ま
し
ょ
う
。
犬
が
人
を

か
ん
だ
場
合
、
飼
い
主
は
中
部
厚
生
セ

ン
タ
ー
へ
届
け
出
る
義
務
が
あ
り
ま
す
。

か
ま
れ
た
人
は
す
ぐ
に
病
院
な
ど
で
診

察
を
。
ま
た
、
転
入
な
ど
で
住
所
変
更

を
行
っ
た
場
合
は
、
飼
い
犬
に
関
し
て

も
住
所
の
変
更
が
必
要
で
す
。
忘
れ
ず

に
届
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

舟
橋
村
ク
リ
ー
ン
デ
ー

８月３日（日）

　

犬
や
猫
を
飼
う
と
き
は
、
し
つ
け
に
努
め
、
基
本
的
な
マ
ナ
ー
を
守
り
、

最
期
ま
で
面
倒
を
見
る
責
任
が
あ
り
ま
す
。
動
物
が
苦
手
な
人
か
ら
も
、
ご

近
所
か
ら
も
理
解
さ
れ
る
よ
う
な
飼
い
方
を
す
る
こ
と
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

舟
橋
村
生
活
環
境
課
・
富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

犬
を
飼
っ
て
い
る
方
へ

●
近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い

　

公
共
の
場
所
や
他
人
の
土
地
な
ど
を

フ
ン
・
尿
で
汚
す
な
ど
、
近
所
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

●
猫
は
室
内
で
飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
は
な
る
べ
く
室
内
で
飼
い
、
迷
子

に
な
っ
た
と
き
に
飼
い
主
が
分
か
る
よ

う
、
首
輪
に
猫
の
名
前
や
飼
い
主
の
連

絡
先
を
書
い
た
名
札
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

猫
を
飼
っ
て
い
る
人
へ

　

不
幸
な
犬
や
猫
を
増
や
さ
な
い
た
め

に
、
飼
い
主
は
繁
殖
を
望
ま
な
い
の
な

ら
、
去
勢
や
不
妊
の
手
術
を
行
い
ま
し

ょ
う
。
飼
っ
て
い
な
い
犬
や
猫
に
無
責

任
に
え
さ
を
あ
げ
る
こ
と
は
や
め
ま
し

ょ
う
。
そ
し
て
、
人
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
し
て
愛
情
を
も
っ
て
最
期
ま
で
飼
う

覚
悟
を
も
つ
こ
と
が
必
要
で
す
。

最
期
ま
で

　
愛
情
を
も
っ
て
飼
う

犬
や
猫
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ
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所 得 割 均 等 割
（被保険者１人につき）

平 等 割
（1世帯につき）

課税限度額

医 療 給 付 費 分 課税基準額×5.70％ 21,700円 21,700円 510,000円

後期高齢者支援金分 課税基準額×1.50％ 5,800円 5,800円 160,000円
介 護 納 付 金 分
（40～64歳の方のみ）

課税基準額×1.23％ 6,400円 6,400円 140,000円

税のはなし
特集�

Part 4
　特集！税のはなしは、村税について、みなさんにお知らせすることを目的に、半年間にわたってお
届けしています。

　わたしたちが納めた税金は、安全を守る警察・消防や、道路・水道の整備といった「国民に役立つ公

的サービス」や、年金・医療・福祉・教育など「社会での助け合いのための活動」に使われていること

をお知らせしました。税金は、みんなで社会を支えるための「会費」です。
　７月中旬には、平成26年度国民健康保険税と後期高齢者医療保険料の納税（入）通知書が発送されます。

今回は、国民健康保険税と後期高齢者医療保険料についてご紹介します！

　国民健康保険税は、国民健康保険に加入している方のいる世帯の世帯主に対して課税される税
金です。
　また保険税は、その月の末日に加入していた保険に対して納めます。そのため、同じ月の中で
国民健康保険の資格の喪失・取得の両方があったときは、月末に国民健康保険に加入していたか
どうかによって、課税されるかどうかが決まります。

　国民健康保険税は、毎年4月から翌年3月までを年間の保険税として計算します。保険税は、
前年の所得に基づき計算され、医療保険分・後期高齢者支援金分・介護納付金分の合計の金額と
なります。
　このうち、介護納付金分については、40歳から64歳までの方を対象としています（65歳以
上の方については、介護保険料として、別途、中新川広域行政事務組合から納入通知書が送られ
てきます）。
　また、国民健康保険では、加入している方全員が課税の対象となります（同じ世帯の中に加入
している人が多いほど、保険税は高くなります）。ただし、保険税の上限（課税限度額）が設け
られており、これを超えた部分は課税されないことになっています。

［国民健康保険税］
Q１

Q2

A１

A2

国民健康保険税って、どんな人にかかる税金なの？

国民健康保険税の額って、どうやって決まるの？

【国民健康保険税（年額）】

※課税基準額…前年の総所得金額－基礎控除330,000円

※国民健康保険税には、世帯の所得が基準額より低いことや非自発的失業や災害等の事情があることに
対する軽減措置があります（ただし、未申告者を除きます）。詳しくは総務課でお問い合わせください。

　社会保険の場合は、月額保険料が決まっており、それに基づいて毎月納付しますが、国民健康
保険税は、１年間分を8期に分けて納付することになっています。

Q3
A3

国民健康保険税って、いつまで納めなければならないの？
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納税通知書発送時期 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

固定資産税 ４月中旬 １期 ２期 ３期 ４期

軽自動車税 ５月中旬 全期

村県民税（普通徴収） ６月中旬 １期 ２期 ３期 ４期

国民健康保険税 ７月中旬 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

後期高齢者医療保険料 ７月中旬 １期 ２期 ３期 ４期 ５期 ６期 ７期 ８期

～国民健康保険税第１期分は7月31日（木）までに納付しましょう！～

★ちなみに…村税の納期カレンダーは次のとおりです。

　7月末に第１期の納期限（この日までに納付してくださいという日です。）があり、その後は
2月末（休日のため、今年度は3月 2日です。）の第8期まで、毎月納期限が設定されています。
　また、全期分を一括納付することも可能で、その場合の納期限は第１期と同じ 7月末となっ
ています。8月以降も各期別分を前倒しして納付することができます。

　国民健康保険税は、国民健康保険に加入している方のいる世帯の世帯主に対して課税されます。
そのため、たとえ世帯主が国民健康保険に加入していなくても、世帯員のうち誰か１人でも国民
健康保険に加入していれば、世帯主宛に納税通知書が届きます。
　また、国民健康保険は、加入するときも資格を喪失するときも届出が必要です。会社の健康保
険に加入しても、国民健康保険の資格を喪失する手続をしなければ、これまで通り課税され、納
税通知書が届くことになります。国民健康保険の資格を喪失したときには、14日以内に、新しい
保険証と本人確認書類（免許証など）を持って、必ず生活環境課の窓口で手続をしてください。

　保険税は、その月の末日に加入していた保険に対して納めます。国民健康保険に加入する手続
を忘れていた場合は、加入した月に遡って保険料が課税されることになります。後日、納税通知
書が届きますので、口座振替または金融機関・役場出納室で納めてください。
　また、国民健康保険の資格を喪失する手続を忘れていた場合は、すでに納めた保険料が還付さ
れることになります。後日、還付通知書が届きますので、口座に振り込まれていることをご確認
ください。

　国民健康保険税を納付している方の社会保険料控除の対象になります。

　国民健康保険税の納付は、法律で義務付けられています。また、国民健康保険税は、病院にか
かったときの医療費の補填だけでなく、特定健康診査や人間ドックの助成などの健康増進事業や、
保険証の発行費用などに使われています。国民健康保険は、加入者全員による助け合いの制度で
す。趣旨をご理解いただくようお願いします。

Q4

Q5

Q6

Q7

A4

A5

A6

A7

国民健康保険に加入していないのに、納税通知書が送られてきました。どうして？

国民健康保険の加入・喪失の手続きを忘れていたけど、保険料はどうなるの？

国民健康保険税って、確定申告の控除対象になるの？

病院に行かなくても、国民健康保険税って払わなくてはならないの？

村税の納付には、安心で簡単・確実な口座振替をおすすめしています。

　社会保険等の任意継続制度に加入することもできます。くわしくはお勤めの会社にお問い合わ
せください。

Q8
A8

会社を退職したら、必ず国民健康保険に加入しなくてはならないの？
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　後期高齢者医療保険料は、後期高齢者医療保険に加入している方ひとりひとりが納める保険料
です。

　後期高齢者医療保険料は、所得割額と均等割額の合計で決まります。ただし、限度額（570,000
円）が定められており、これ以上は保険料が課されないことになっています。

Q１

Q2

A１

A2

後期高齢者医療保険料って、どんな人にかかる税金なの？

後期高齢者医療保険料の額って、どうやって決まるの？

［後期高齢者医療保険料］

所 得 割 均 等 割
（被保険者１人につき）

限度額

保 険 料 課税基準額×8.6％ 43,800円 570,000円

【後期高齢者医療保険料（年額）】

※課税基準額…前年の総所得金額－基礎控除330,000円

※後期高齢者医療保険料には、世帯の所得が基準額より低いことや災害等の事情があることに対
する軽減措置があります。詳しくは総務課でお問い合わせください。

納付方法は、①普通徴収、②年金からの特別徴収があります。
①普通徴収の場合は、市町村から納入者に納入通知書が送付されますので、口座振替または金
融機関・役場窓口で納めてください。
②年金からの特別徴収は、65才以上の年金受給者の、年金所得にかかる後期高齢者医療保険
料を対象にした納入方法です。納入者には、納入する市町村から税額決定通知書が送付され
ます。これに基づき、公的年金の支払者が、年金の支払の際（年 6回、偶数月）に納入者
の年金から引き落とし、これを翌月の10日までに市町村に納入します。

　社会保険の場合は、月額保険料が決まっており、それに基づいて毎月納付しますが、後期高齢
者医療保険料は、国民健康保険税と同様に、8期に分けて納入することになっています。7月末
に第１期の納期限（この日までに納入してくださいという日です。）があり、その後は2月末（休
日のため、今年度は3月 2日です。）の第 8期まで、毎月納期限が設定されています。
　また、全期分を一括納入することも可能で、その場合の納期限は第１期と同じ 7月末となっ
ています。8月以降も各期別分を前倒しして納入することができます。

Q3

Q4

A3

A4

後期高齢者医療保険料はどうやって納めるの？

後期高齢者医療保険料（普通徴収）って、いつまでに納めなければならないの？

～後期高齢者医療保険料第1期分（普通徴収）は7月31日（木）までに納入しましょう！～

保険料の納付には、安心で簡単・確実な口座振替をおすすめしています。

村税についてわからないことは、舟橋村役場総務課まで
お気軽に問い合わせください。［℡４６４－１１２１］

　社会保険料控除の対象になります。保険料が年金から天引きされているとき、控除対象になる
のは、後期高齢者医療保険に加入している本人のみです。ただし、普通徴収の場合で、
配偶者など後期高齢者医療保険加入者以外の名義の口座から保険料を引き落としする
こととしているときは、控除対象となるのは、実際に保険料を納入して
いる口座の名義人になります。

Q5
A5

後期高齢者医療保険料って、確定申告の控除対象になるの？
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平成26年度からの国民健康保険税について
★保険税の課税限度額が引き上げられます

　現在、所得が高い人でも、国民健康保険税の負担は課税限度額までとなっています。この課税限度額を
引き上げることにより、所得に応じた保険税を納めることとなります。

医療保険分 後期高齢者支援金分 介護保険分
現　　行 ５１万円 １４万円 １２万円

平成26年度から ５１万円 １６万円 １４万円

★所得の低い人への保険税軽減措置が拡大されます
　世帯の前年中の所得が定められた基準を下回っている場合、保険税の均等割額と平等割額が軽減されま
す。（所得額に応じて７割・５割・２割軽減されます。）この軽減措置の基準額を引き上げることにより、
保険税を軽減される対象者が拡大されます。

★保険料率の据え置き
　後期高齢者医療制度の保険料率は、2 年ごとに見直すことになっています。
　平成26年度・平成27年度に適用する保険料率は、医療費の増加に伴い、全国的には上昇傾向にありますが、
富山県では抑制策を講じて据え置きとしました。

★保険料の限度額が引き上げられます
　現在、所得が高い人でも、後期高齢者医療保険料の負担は限度額までとなっています。この限度額を引
き上げることにより、所得に応じた保険税を納めることとなります。

平成26年度からの後期高齢者医療保険料について

★保険料の軽減措置が拡大されます
　所得の少ない人などについては、これまでと同じく軽減措置があります。
　このうち、均等割額の 5 割軽減・2 割軽減については、軽減の対象者が平成26年度から拡大されます。
　同一世帯の被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計額が下記の金額以下の場合、保険料の均等割額が
軽減されます。

現　　行 ５５万円
平成26年度から ５７万円

改正後 改正後

これまで これまで

①５割軽減の拡大
・後期高齢者医療保険に加入している人が 2 人以上

いる世帯が軽減の対象でしたが、単身世帯も対象
となりました。

　基準額33万円＋24.5万円×（被保険者数−世帯主）以下

　基準額33万円＋24.5万円×被保険者数　以下

②２割軽減の拡大
・軽減の対象となる基準額が引き上げられ

ました。

　基準額33万円＋35万円×被保険者数　以下

　基準額33万円＋45万円×被保険者数　以下

改正後 改正後

これまで これまで

①５割軽減の拡大
・国民健康保険に加入している人が 2 人以上いる世

帯が軽減の対象でしたが、単身世帯も対象となり
ました。

　基準額33万円＋24.5万円×（被保険者数−世帯主） 以下

　基準額33万円＋24.5万円×被保険者数　以下

②２割軽減の拡大
・軽減の対象となる基準額が引き上げられ

ました。

　基準額33万円＋35万円×被保険者数　以下

　基準額33万円＋45万円×被保険者数　以下
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村
史
に
拾
う
②

加
賀
藩
へ
の
不
満
と
不
信

　

安
政
五
年（
一
八
五
八
）の
大
震
災
の
復
旧

工
事
に
お
い
て
、
加
賀
藩
は
高
原
野
（
旧
下

段
・
高
野
・
大
森
村
）
や
末
三
ケ
野
（
旧
釜

ヶ
淵
村
）
を
収
用
し
て
、
新
田
開
発
を
押
し

進
め
て
劇
甚
災
害
地
域
の
村
々
を
同
地
に
引

越
さ
せ
、「
引
越
何
々
村
」
と
い
う
村
々
が

同
地
に
沢
山
誕
生
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、

藩
は
残
り
の
土
地
の
本
格
的
開
発
を
進
め

た
。
そ
の
た
め
、
舟
橋
村
地
域
を
含
む
「
郷

方
二
十
一
ヶ
村
」
と
言
わ
れ
た
高
原
野
と
末

三
ケ
野
の
北
方
に
存
在
し
、「
野
役
銀
」
と

い
う
税
を
納
め
、
入
会
権
（
燃
料
や
肥
料
の

草
刈
り
場
、
建
築
資
材
の
補
給
地
と
し
て
い

た
権
利
）
を
持
っ
て
い
た
村
々
は
藩
の
補
償

額
が
不
十
分
だ
と
考
え
、
藩
に
対
す
る
不
信

と
不
満
を
つ
の
ら
せ
て
い
た
（
後
述
の
ば
ん

ど
り
騒
動
の
遠
因
、
背
景
）。

三
ケ
屋
作
兵
衛
の
義
侠

　

末
三
ケ
野
（
二
一
〇
㌶
強
。
う
ち
三
五
㌶

弱
が
引
越
村
分
と
な
っ
た
）
は
米
道
・
末
谷

口
・
上
末
三
ケ
村
の
入
会
地
で
あ
っ
た
。
こ

の
三
ヶ
村
へ
の
補
償
額
は
元
の
面
積
の
二
割

年
十
一
月
、
吉
島
村（
現
魚
津
市
）

の
御
扶
持
人
十
村
並
の
神
保
助
三

郎
を
は
じ
め
関
係
の
十
村
ら
九
人

を
召
喚
し
て
金
沢
の
公
事
場
で
四

日
三
晩
連
続
の
審
理
が
な
さ
れ
た
。

神
保
ら
は
そ
れ
に
い
た
っ
た
諸
事

情
を
述
べ
、
当
局
は
や
む
を
得
な

い
売
買
の
あ
っ
た
「
事
実
」
を
承

認
し
た
。
明
治
二
年（
一
八
六
九
）

六
月
、
藩
は
米
道
村
な
ど
三
ヶ
村
に
、

銭
四
千
五
四
七
貫
文
と
換
算
し
た

代
金
を
も
っ
て
買
い
戻
さ
せ
る
判

決
を
出
し
た
。
た
だ
し
、
藩
は
そ

の
代
金
を
立
て
替
え
た
。
三
ケ
屋

は
敗
訴
し
、
末
三
ケ
野
に
対
す
る

権
利
を
完
全
に
失
っ
た
。

三
ケ
屋
の「
復
讐
」と

仕
組
ま
れ
た「
一
揆
」

　

三
ケ
屋
は
、
表
の
顔
と
し
て
酒
造
家
・
鉱

山
経
営
者
・
土
木
請
負
業
者
・
黒
薙
温
泉
経

営
主
と
し
て
多
角
経
営
を
し
、
裏
の
顔
と
し

て
は
暗
黒
界
の
ボ
ス
で
魚
津
町
の
み
な
ら
ず

新
川
郡
の
地
域
社
会
に
隠
然
た
る
影
響
力
を

も
ち
、
藩
の
重
役
と
の
強
い
コ
ネ
で
勝
訴
を

確
信
し
て
訴
訟
を
起
し
た
。
し
か
し
、
有
力

な
後
ろ
盾
は
失
脚
し
、
彼
は
敗
訴
し
た
。
そ

の
た
め
、
三
ケ
屋
の
配
下
で
末
三
ケ
野
へ
の

入
植
を
当
て
込
ん
で
い
た
連
中
（
そ
の
代
表

が
塚
越
村
の
忠
次
郎
、
宗
三
郎
、
与
三
兵
衛
）

は
、
十
村
た
ち
が
土
壇
場
で
三
ケ
屋
を
切
り

捨
て
て
保
身
に
は
し
っ
た
と
考
え
た
。
彼
ら

は
新
川
郡
の
十
村
ら
に
対
す
る
「
黒
社
会
」

特
有
の
復
讐
、
つ
ま
り
神
保
ら
新
川
郡
の
十

村
ら
の
大
更
迭
を
め
ざ
し
て
、
一
揆
を
企
ん

だ
。
そ
れ
が
竹
内
村
の
無
量
寺
で
決
起
し
神

保
家
の
打
ち
こ
わ
し
と
な
っ
た
明
治
二
年
十

月
下
旬
か
ら
十
一
月
初
旬
に
か
け
て
の
「
ば

ん
ど
り
騒
動
」
の
真
相
で
あ
っ
た
。

　

加
賀
藩
は
内
偵
に
よ
っ
て
、
①
嘆
願
陳
情

運
動
や
②
火
事
場
泥
棒
的
に
一
揆
に
便
乗
し

た
騒
動
③
忠
次
郎
逮
捕
後
の
下
新
川
で
の
不

穏
な
動
き
と
、
④
三
ケ
屋
が
背
後
に
在
っ
て

新
川
郡
の
十
村
等
の
大
更
迭
を
目
的
と
し
て

い
た
「
主
力
と
な
っ
た
動
き
」
と
を
弁
別
し

て
い
た
。

　

忠
次
郎
ら
一
揆
の
主
謀
者
は
、
④
を
ひ
た

か
く
し
、
明
治
二
年
の
不
作
に
対
す
る
減
免

な
ど
の
①
だ
っ
た
と
い
う
「
態
度
」
を
擬
態
し

て
い
た
。
①
は
新
川
郡
に
先
行
し
て
激
し
く

他
郡
で
も
行
わ
れ
て
お
り
、
藩
は
八
月
か
ら

十
月
に
か
け
て
納
税
方
法
の
改
革
を
布
告
し

て
農
民
た
ち
を
慰
撫
し
て
い
た
。
新
川
郡
の

行
動
も
一
部
「
暴
走
」
は
あ
っ
た
が
、
他
郡
と

同
じ
単
な
る
①
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
穏
便

に
事
を
終
息
し
、
責
任
を
回
避
し
た
い
新
川

郡
治
局
の
役
人
も
そ
の
線
で
一
揆
指
導
部
を

内
々
に
指
導
し
、
十
一
月
六
日
付
け
「
上
新

川
郡
小
百
姓
惣
代
四
人
」
の
名
で
の
十
六
項

目
の
嘆
願
文
の
藩
へ
の
提
出
と
な
り
、
事
態

は
急
速
に
鎮
静
化
し
た
。
三
ケ
屋
作
兵
衛
は

牢
死
し
、
忠
次
郎
は
明
治
四
年
十
月
二
十
七

日
、
金
沢
で
斬
刑
に
処
せ
ら
れ
、
二
万
人
が

参
加
し
た
と
い
わ
れ
た
新
川
郡
の
大
騒
動
は

「
一
件
落
着
」
し
た
の
で
あ
っ
た
。
や
が
て
三

ケ
屋
作
兵
衛
は
忘
却
さ
れ
、「
郷
騒
主
」
忠
次

郎
は「
義
民
」と
し
て
伝
説
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

末
三
ケ
野
の

開
拓
と
ば
ん
ど
り
騒
動

浦
田
正
吉
（
う
ら
た
・
し
ょ
う
き
ち
）

元
富
山
県
史
編
さ
ん
班
主
任
と
し
て
近
代

編
の
調
査
・
編
集
に
従
事
。
近
代
担
当
。

滑
川
市
在
住
。

村
史
編
さ
ん
委
員
　
浦
田
正
吉

に
当
た
る

四
五
㌶
で

あ
っ
た
）。

し
か
し
す

で
に
魚
津

の
酒
造
家

・
三
ケ
屋

作
兵
衛
に

安
政
の
震

災
で
埋
ま

っ
た
用
水
復
旧
費
を
ね
ん
出
す
る
た
め
に
売

却
し
て
い
た
。
三
ケ
屋
は
魚
津
の
町
人
で

二
七
八
両
で
買
っ
た
。
当
時
、
三
ヶ
村
の
窮

状
を
す
く
う
義
侠
的
行
為
と
し
て
評
判
と

な
っ
た
。
新
川
郡
の
十
村
等
は
こ
れ
を
黙
認

し
、
新
川
奉
行
所
の
実
務
担
当
者
の
足
軽
た

ち
も
「
了
解
済
」
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ

ろ
が
藩
は
米
道
村
の
元
肝
煎
の
太
兵
衛
を
主

付
け
と
し
て
文
久
三
年（
一
八
六
三
）九
月
に

引
越
分
等
を
の
ぞ
い
た
一
六
〇
㌶
弱
の
新
開

を
許
可
し
た
。
そ
れ
は
藩
が
「
野
」
と
し
て

放
置
す
る
従
来
の
政
策
を
根
本
的
に
変
え
て

新
田
開
発
に
力
点
を
置
い
た
か
ら
だ
っ
た
。

三
ケ
屋
は
そ
の
土
地
の
返
還
を
求
め
て
慶
應

二
年（
一
八
六
六
）金
沢
公
事
場
（
藩
の
最
高

裁
判
所
）
に
訴
訟
を
お
こ
し
た
。

三
ケ
屋
の
敗
訴

　

藩
は
三
ケ
屋
へ
の
こ
の
よ
う
な
地
元
レ
ベ

ル
だ
け
で
了
解
さ
れ
た
広
大
な
土
地
売
買
を

認
知
す
る
訳
に
は
い
か
な
か
っ
た
。
慶
應
三

ば
ん
ど
り
騒
動
の
概
念
図
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6
月
8
日
㈰
、
舟
橋
会
館
で
「
舟
橋
村

敬
老
会
」（
主
催
：
舟
橋
村
社
会
福
祉
協

議
会
）が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
敬
老
会
は
、

各
地
区
の
自
治
会
長
や
、
日
頃
か
ら
村
内

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
各
種
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
の
皆
さ
ん
が
運
営
に
携
わ
り
「
地
域

ぐ
る
み
」
で
長
寿
を
お
祝
い
す
る
村
の
一

大
イ
ベ
ン
ト
。
萩
原
村
社
会
福
祉
協
議
会

長
が
あ
い
さ
つ
し
、
金
森
村
長
、
前
原
村

議
会
議
長
が
お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。
慰
安
演
芸
で
は
、
舟
橋
村
保
育
所
の

年
長
児
が
、
童
謡
メ
ド
レ
ー
、
お
遊
戯
、

ち
っ
ち
ゃ
な
舟
橋
村
歌
体
操
を
元
気
に
披

露
。
舟
橋
小
学
校
2
年
生
が
、
歌
、
発
表

を
披
露
し
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
に
肩
た
た
き
を
し
て
、
交
流
を
深
め
ま

し
た
。
ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
新
川
相
撲
甚

句
会
の
皆
さ
ん
が
長
寿
祝
い
甚
句
等
の
披

露
。
京
扇
会
の
皆
さ
ん
が
日
本
舞
踊
を
舞

い
、
会
場
は
終
始
和
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
、
参
加
の
皆
さ
ん
は
今
年
も
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

地域ぐるみで長寿のお祝い

舟橋村敬老会開催

保育所年長児さんの童謡メドレー

▲元気にちっちゃな舟橋村歌体操

◀舟橋小学校２年生の歌

肩たたきで皆さん笑顔です

新川相撲甚句会、京扇会の皆さん



102014.7−ふなはし

村内ニュース

　

6
月
１
日
㈰
、
上
市
町
丸
山

総
合
体
育
館
で
中
新
川
郡
民
体

育
大
会
の
総
合
開
会
式
が
行
わ

れ
、
式
上
長
年
に
わ
た
る
ス

ポ
ー
ツ
の
普
及
振
興
に
尽
力
さ

れ
、
体
育
協
会
の
社
会
体
育
発

展
に
努
め
た
功
績
が
顕
著
で
あ

っ
た
と
し
て
、
舟
橋
村
の
ビ
ー

チ
ボ
ー
ル
チ
ー
ム
で
ご
活
躍
さ

れ
た
島
田
悦
子
さ
ん（
東
芦

原
）、
舟
橋
村
体
育
協
会
事
務

局
・
舟
橋
村
住
民
運
動
会
実
行

委
員
会
事
務
局
と
し
て
貢
献
さ

れ
た
加
藤
穣
さ
ん（
東
芦
原
）

の
2
名
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
と
も
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

中新川郡体育協会表彰受賞

各団全員で、大きな声で応援合戦�

５・６年生による騎馬戦「舟っ子　春の陣」

あきらめず、
最後まで全力をつくしました�

　

5
月
24
日
㈯
、
快
晴
の

も
と
、
舟
橋
小
学
校
（
土

田
聡
校
長
）の
平
成
26
年

度
運
動
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
あ
き
ら
め
ず
、
最
後
ま

で
全
力
を
つ
く
し
、
み
ん

な
の
力
で
優
勝
を
め
ざ
そ

う
�
」。
子
ど
も
た
ち
は
、

赤
・
白
・
青
・
黄
団
の
各

団
で
、
み
ん
な
で
力
を
合

わ
せ
て
全
17
種
目
が
ん
ば

り
ま
し
た
。

同窓会と生徒会と一緒に花を植えました

　

5
月
30
日
㈮
、舟
橋
中
学
校（
島

瀬
英
智
校
長
）
に
お
い
て
舟
橋
中

学
校
同
窓
会
（
喜
田
義
孝
同
窓
会

長
）
と
生
徒
会
が
合
同
で
、
第
65

回
創
校
記
念
式
を
行
い
ま
し
た
。

全
校
生
徒
１
３
２
人
、
同
窓
会
員

5
人
が
校
歌
を
合
唱
し
た
り
、
花

植
え
を
し
て
交
流
し
、
愛
校
の
絆

を
深
め
ま
し
た
。
花
植
え
で
は
、

同
窓
会
が
15
種
類
約
１
３
０
株
の

花
や
プ
ラ
ン
タ
ー
30
個
等
を
寄
贈
。

一
緒
に
植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
は
、

中
学
校
正
面
玄
関
周
辺
に
飾
り
ま

し
た
。

舟
橋
中
学
校
で
創
校
記
念
式
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村内ニュース

　役場 2 階の村史編さん室に看板が設置されま
した。広報で連載しています「村史に拾う」の
とおり、13名の委員の方により村史の編さんが
行われています。どうぞお気軽に、舟橋村の歴
史についてお話にお越しください。

村史編纂室へどうぞお越しください

地域の安全は地域で守りましょう

　

6
月
17
日
㈫
、「
こ
ど
も
１
１
０
番
の

家
」の
委
嘱
状
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
嘱
を
受
け
た
の
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
舟

橋
竹
内
店
で
加
藤
義
徳
オ
ー
ナ
ー
に
、
舟

橋
駐
在
所
の
西
村
俊
司
所
長
と
舟
橋
小
学

校
の
土
田
聡
校
長
が
委
嘱
状
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」
は
、
子
ど

も
た
ち
が
危
険
を
感
じ
た
と
き
な
ど
に
立

ち
寄
れ
る
場
所
で
す
。
村
内
に
は
現
在
25

箇
所
あ
り
、
舟
橋
村
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
し
て

い
る
「
舟
橋
村
地
域
安
全
マ
ッ
プ
」
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

「
こ
ど
も
１
１
０
番
の
家
」

委
嘱
状
の
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

問い合わせ先
　村史編さん室　℡ 464−1121（内線50）

月曜日～金曜日　午前 9時～午後 5時
（午後 0時～午後1時を除く）

第40回村民ソフトボール大会開催�

優勝した
国重チームのみなさん

　

6
月
15
日
㈰
、
第
40
回
村
民
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
（
主

催
：
舟
橋
村
体
育
協
会
、
杉
田
勲
会
長
）
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
好
天
に
も
恵
ま
れ
、
会
場
と
な
っ
た
舟
橋
中
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
7
チ
ー
ム
約
１
０
０
名
の
皆
さ
ん

が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
決
勝
は
、
竹
内
チ
ー
ム
と

国
重
チ
ー
ム
が
対
戦
。
12
対
11
と
打
撃
戦
を
制
し
た
国
重

チ
ー
ム
が
、
見
事
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。
ま
た
、
最
優
秀

選
手
に
川
渕
智
司
さ
ん（
国
重
）、
優
秀
選
手
に
殿
山
拓

未
さ
ん（
竹
内
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

試合結果

⑦
仏
生
寺

⑥
海
老
江
・
竹
鼻

⑤
国　

重

④
東
芦
原
Ａ

③
舟　

橋

②
東
芦
原
Ｂ

①
竹　

内

61619

3

5

12

1211

17

3

13

7

国重
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講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン
（小学３年生以下は親同伴）

親子・一般 3日㈭・10日㈭
17日㈭・24日㈭

19：45〜
21：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

ジュニアテニス 小学 3年生
以上

6日㈰・13日㈰
20日㈰・27日㈰

12：00〜
14：00 舟橋村テニスコート 5,000円/10回

キッズ
スポーツ 年中・年長 2日㈬・9日㈬

16日㈬・23日㈬
17：00〜
18：00 舟橋小学校体育館 2,000円/月

フラダンス 一 般 2日㈬・9日㈬
30日㈬

13：30〜
14：30 舟橋会館研修室4 500円/回

やさしいヨガ 一 般
1日㈫・8日㈫
15日㈫・22日㈫
29日㈫

10：00〜
11：00 舟橋会館大広間 300円/回

キンボール

小学生

5日㈯・12日㈯
19日㈯・26日㈯

14：30〜
16：30

舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月2日㈬・9日㈬
16日㈬・23日㈬
30日㈬

18：30〜
20：30

中学生以上

5日㈯・12日㈯
19日㈯・26日㈯

15：00〜
18：30

舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月2日㈬・9日㈬
16日㈬・23日㈬
30日㈬

18：30〜
20：30

会員限定

舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー（７月）

〈問い合わせ先〉
▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
月・木　10：00〜14：00　TEL・FAX 464−1456（留守時、転送になります）▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）
月〜金　8：30〜17：00　TEL 464−1126

夏
野
菜
で
夏
バ
テ
を
吹
き
と
ば
そ
う
�

　

夏
野
菜
に
は
夏
バ
テ
予
防
の
効
果
を
発
揮
す
る
要
素
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
今
回
は
そ
の
中
で
も
特
に
夏
バ
テ
予
防
に
効
果
が
あ
る
ゴ
ー
ヤ
ー
を
使
っ

た
レ
シ
ピ
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
ゴ
ー
ヤ
ー
は
「
ニ
ガ
ウ
リ
」
と
も
い
わ
れ
、
独

特
の
苦
み
が
特
徴
の
夏
野
菜
で
す
。
沖
縄
で
は
、「
夏
野
菜
の
王
様
」と
呼
ば
れ
、

夏
バ
テ
の
特
効
薬
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
ゴ
ー
ヤ
ー
に
は
カ
ロ
テ
ン
、鉄
分
、

カ
リ
ウ
ム
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
な
ど
が
豊
富
に
含
ま
れ
て
お
り
、
夏
バ
テ
予
防
の
他

に
も
が
ん
予
防
や
血
糖
値
低
下
、
疲
労
回
復
に
も
効
果
が
あ
り
ま
す
。
旬
の
野

菜
か
ら
パ
ワ
ー
を
も
ら
い
、
暑
い
夏
を
健
康
に
の
り
き
り
ま
し
ょ
う
。

材
料
（
4
人
分
）

ゴ
ー
ヤ
ー 

1
本

牛
豚
の
合
挽
き 

240
g

枝
豆 

40
g

干
し
椎
茸 

4
枚

に
ん
に
く
の
す
り
下
ろ
し

1
か
け

生
姜
の
す
り
下
ろ
し

に
ん
に
く
と
同
じ
量

片
栗
粉 

適
量

料
理
酒 

大
さ
じ
1

ご
ま
油 

大
さ
じ
½

塩
・
こ
し
ょ
う 

少
々

■
甘
酢
あ
ん 

醤
油 

大
さ
じ
2

酢 

大
さ
じ
1

ケ
チ
ャ
ッ
プ 

大
さ
じ
2

砂
糖 

大
さ
じ
2

水 

100
㏄

★
水
溶
き
片
栗
粉 

少
々

★
ご
ま
油 

少
々

お
好
み
で
白
髪
ね
ぎ
少
々

枝豆入りゴーヤーの
　肉詰め甘酢あんかけ

②
と
に
ん
に
く
、
生
姜
、
調
味
料
を

入
れ
て
粘
り
が
出
る
ま
で
混
ぜ
る
。

④
ゴ
ー
ヤ
ー
を
1.5
㎝
幅
位
の
輪
切
り
に

し
、
綿
と
種
を
き
れ
い
に
取
り
、
ゴ

ー
ヤ
ー
の
内
側
に
片
栗
粉
を
塗
る
。

⑤
③
を
④
に
詰
め
る
。（
肉
は
焼
く
と

縮
む
の
で
、
は
み
出
る
ぐ
ら
い
詰
め

る
の
が
良
い
。）

⑥
表
面
に
片
栗
粉
を
ま
ぶ
す
。

⑦
フ
ラ
イ
パ
ン
に
油
を
入
れ
て
熱
し
、

焦
げ
目
が
つ
く
ま
で
焼
く
。

作
り
方

①
干
し
し
い
た
け
を
水
に
つ
け
て
戻
し
、

枝
豆
は
茹
で
て
さ
や
か
ら
取
り
出
す
。

②
干
し
し
い
た
け
と
枝
豆
を
み
じ
ん
切

り
に
す
る
。

③
挽
肉
を
大
き
め
の
ボ
ー
ル
に
入
れ
、

⑧
鍋
に
⑦
と
水
（
か
ぶ
る
く

ら
い
の
量
）
を
入
れ
、
沸

騰
し
て
か
ら
10
分
程
度
煮

詰
め
る
。（
ゴ
ー
ヤ
ー
を

煮
詰
め
た
後
の
ダ
シ
は
、

ゴ
ー
ヤ
ー
の
苦
味
が
出
て

い
る
の
で
使
わ
ず
に
捨
て

る
こ
と
で
食
べ
や
す
く
な

り
ま
す
。）

⑨
甘
酢
を
作
る
。
★
以
外
の

甘
酢
あ
ん
の
調
味
料
を
フ

ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
て
沸
騰
さ
せ
、
水

溶
き
片
栗
粉
で
ゆ
っ
く
り
と
ろ
み
を

つ
け
た
ら
、
最
後
に
ご
ま
油
を
入
れ

て
混
ぜ
る
。

⑩
⑧
に
甘
酢
あ
ん
を
か
け
て
、
お
好
み

で
白
髪
ね
ぎ
を
飾
れ
ば
完
成
♪

夏
本
番
�
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お知らせのページ

　

埼
玉
県
や
福
岡
県
の
中
学

校
国
語
科
教
諭
と
し
て
、
30

年
以
上
教
鞭
を
と
る
。

　

現
在
は
、
教
育
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
、
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
出
演
、
講
演

会
、
執
筆
等
多
岐
に
わ
た
り
活
動
し
て
い
る
。

　

２
０
０
７
年
Ｔ
Ｂ
Ｓ
系
「
さ
ん
ま
の
ス
ー

パ
ー
か
ら
く
り
Ｔ
Ｖ
」
の
全
日
本
か
え
う
た
選

手
権
に
出
演
。

　
「
Ｇ
Ｔ
Ｏ
下
地
先
生
の
ウ
キ
ウ
キ
家
庭
訪
問
」

や「
Ｇ
Ｔ
Ｏ
下
地
先
生
の
お
で
か
け
３
者
面
談
」

の
コ
ー
ナ
ー
で
、
当
時
現
役
国
語
教
師
と
し
て

親
と
子
の
悩
み
に
答
え
て
人
気
を
博
す
。

　

県
と
市
町
村
で
共
同
実
施
し
て
い
る
「
と

や
ま
っ
子　

子
育
て
応
援
券
」
の
有
効
期
間

は
３
年
間
、
お
子
さ
ん
の
3
歳
の
誕
生
日
の

前
日
ま
で
利
用
で
き
ま
す
。

　

生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
に
は
、
狂

犬
病
予
防
法
に
よ
り
、
飼
い
犬
に
年
１
回
の

狂
犬
病
予
防
接
種
を
受
け
さ
せ
る
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

舟
橋
村
で
は
、
毎
年
4
月
に
村
内
6
会
場

で
集
合
注
射
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
集
合

注
射
会
場
で
接
種
さ
れ
て
い
な
い
方
も
多
く

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
未
接
種
の
方
は
、
3

月
に
郵
送
し
た
ハ
ガ
キ
「
犬
の
登
録
確
認
及

び
注
射
案
内
状
」
を
ご
持
参
の
上
、
動
物
病

院
で
個
別
に
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。
接
種

後
、
狂
犬
病
予
防
注
射
済
証
が
交
付
さ
れ
ま

す
の
で
、
ご
持
参
の
上
、
生
活
環
境
課
で
注

射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
手
数

料
５
５
０
円
が
必
要
で
す
。）

　

未
接
種
の
ま
ま
犬
を
飼
っ
て
い
る
場
合
、

狂
犬
病
予
防
法
に
よ
り
20
万
円
以
下
の
罰
金

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ル
ー
ル
や

マ
ナ
ー
を
守
り
、
正
し
く
飼
育
し
ま
し
ょ
う
。

舟
橋
村
文
化
祭
へ
の

参
加
募
集

使
っ
て
い
ま
す
か
？

　

子
育
て
応
援
券

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

狂
犬
病
予
防
接
種
は

お
済
み
で
す
か
？

　

平
成
26
年
11
月
3
日
㈷
に
舟
橋
村
文
化

祭
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
文
化
祭

へ
の
参
加
を
募
集
い
た
し
ま
す
。

　

本
年
度
、
作
品
展
示
・
物
品
販
売
・
サ
ー

ク
ル
発
表
な
ど
、
新
た
に
参
加
さ
れ
た
い

方
は
、
舟
橋
村
教
育
委
員
会
ま
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

　

応
募
締
切
日　

7
月
18
日
㈮

第34回　
「
さ
ん
ま
の
ス
ー
パ
ー
か
ら
く
り
Ｔ
Ｖ
」
で

お
馴
染
み
の
下し

も

地じ

敏と
し

雄お

氏
に
決
定
し
ま
し
た
。

　

演
題
は
「
夢
と
人
」
で
す
。
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

文
化
祭
の

講
演
者
が
決
定
し
ま
し
た
。

下
地
敏
雄
氏
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

◆
配
付
対
象　

平
成
20
年
4
月

1
日
以
降
に
生
ま
れ
た
子
ど
も

を
持
つ
家
庭

◆
応
援
券
の
金
額　

第
1
子
・
第
2
子
…
１
万
円
分

第
3
子
以
降
…
…
…
3
万
円
分

◆
有
効
期
間　

対
象
と
な
る
子

ど
も
の
出
生
日
か
ら
3
年
間

　

詳
し
く
は
県
児
童
青
年
家
庭
課
の
Ｈ
Ｐ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

子
育
て
応
援
券　
富
山
県

検
索

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

　

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た
高
齢
者

の
方
に
、
安
全
で
安
心
な
生
活
を
確
保
し
、
福

祉
の
増
進
を
図
る
た
め
に
、
交
通
費
や
通
院
費

の
支
援
と
し
て
、支
援
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

○
対
象
者

・
申
請
時
に
満
年
齢
65
歳
以
上
で
、
舟
橋
村

に
お
住
ま
い
の
方

・
有
効
期
限
内
の
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

さ
れ
た
方

○
支
援
の
内
容

支
援
金（
月
額
４
、０
０
０
円
）を
5
年
間

高
齢
者
で
運
転
免
許
証
を

自
主
返
納
さ
れ
る
方
へ

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
活
環
境
課　

℡
４
６
４

－

１
１
２
１

支
給
し
ま
す
。（
9
月
と
3
月
に
、
6
ヶ
月

分
を
支
給
し
ま
す
。）

○
申
請
の
方
法

　
「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知

書
」（
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
さ
れ
た

時
に
交
付
さ
れ
ま
す
。）
を
提
示
し
て
、
役

場
生
活
環
境
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

○
申
請
時
に
必
要
な
も
の

・「
申
請
に
よ
る
運
転
免
許
の
取
消
通
知
書
」

・
印
鑑 

・
振
込
先
が
わ
か
る
も
の（
通
帳
等
）

・
本
人
確
認
が
で
き
る
も
の（
健
康
保
険
証
等
）

　

こ
こ
ろ
の
病
を
も
つ
方
が
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
す
た
め
に
は
、
周
囲
の
人
々
の
理
解

と
協
力
が
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。
あ
な

た
も
こ
こ
ろ
の
病
を
も
つ
方
々
の
生
活
を
支

え
る
た
め
に
、一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

場
所　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー
他

日
程
・
内
容

❖
8
月
20
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時

講
義
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
」等

❖
8
月
27
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

講
義
「
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
」「
こ
こ
ろ
の

病
を
も
つ
方
へ
の
接
し
方
に
つ
い
て
」
等

❖
9
月
10
日
㈬　

10
時
30
分
～
12
時

施
設
見
学
と
こ
こ
ろ
の
病
を
も
つ
方
と
の
交
流
等

❖
9
月
17
日
㈬　

13
時
30
分
～
15
時

講
義
「
社
会
制
度
と
地
域
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

に
つ
い
て
」
等

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
の
ご
案
内

申
し
込
み
締
め
切
り　

8
月
18
日
㈪

【
対
象
者
】
3
回
以
上
の
受
講
が
可
能
な
方

（
最
終
日
に
修
了
証
を
お
渡
し
い
た
し
ま
す
。）

【
受
講
料
】
無
料
。
た
だ
し
、
受
講
・
見
学

に
要
す
る
交
通
費
等
は
受
講
者
負
担
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

（
上
市
町
横
法
音
寺
40
）　　

　

℡
４
７
２

－

０
６
３
７

平成26年度

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

　

℡
４
７
２

－

０
６
３
７
ま
で

　

問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会　

℡
４
６
４

－

１
１
２
６
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介
護
保
険
あ
れ
こ
れ

国
民
年
金
保
険
料
の
申
請
免
除

　

所
得
が
少
な
く
本
人
・
世
帯
主
・
配
偶
者

の
前
年
所
得
（
１
月
か
ら
6
月
ま
で
に
申
請

す
る
場
合
は
前
々
年
の
所
得
）
が
一
定
額
以

下
の
場
合
や
失
業
し
た
場
合
な
ど
、
国
民
年

金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難

な
場
合
は
、
ご
本
人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い

た
だ
き
、
申
請
後
に
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料

の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　

免
除
さ
れ
る
保
険
料
額
は
、全
額
、4
分
の

3
、
半
額
、4
分
の
１
の
4
種
類
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
歳
か
ら
30
歳
未
満
の
若
年
者
に

は
、
本
人
・
配
偶
者
の
前
年
所
得
（
１
月
か

ら
6
月
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
場
合
は
前
々
年

所
得
）
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
ご
本

人
か
ら
申
請
書
を
提
出
い
た
だ
き
、
申
請
後

に
承
認
さ
れ
る
と
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。

免
除
を
受
け
ら
れ
る
所
得
基
準
は

　

保
険
料
の
申
請
免
除
を
受
け
る
た
め
に
は

免
除
さ
れ
る
4
種
類
の
額
に
応
じ
て
、
前
年

所
得
に
対
す
る
所
得
基
準
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
所
得
基
準
の
範
囲
内
で
あ

れ
ば
免
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

○
全
額
免
除　
（
扶
養
親
族
等
の
数
＋
１
）

×
35
万
円
＋
22
万
円

○
4
分
の
3
免
除　

78
万
円
＋
扶
養
親
族
等

控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

○
半
額
免
除　

１
１
８
万
円
＋
扶
養
親
族
等

控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

○
4
分
の
１
免
除　

１
５
８
万
円
＋
扶
養
親

族
等
控
除
額
＋
社
会
保
険
料
控
除
額
等

○
若
年
者
納
付
猶
予
制
度　
（
扶
養
親
族
等

の
数
＋
１
）
×
35
万
円
＋
22
万
円

保
険
料
免
除
の
申
請
方
法
は

　

役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
へ
申
請
し
ま

す
。

　

申
請
書
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は
役
場
窓

口
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
が
、
日
本
年
金
機

構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト

し
て
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

記
入
例
を
参
考
に
し
て
申
請
書
に
記
入

し
、
以
下
の
添
付
書
類
と
一
緒
に
役
場
へ
提

出
し
ま
す
。

【
添
付
書
類
】

◦
国
民
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
通

知
書
（
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
）

◦
退
職
・
失
業
し
た
人
が
申
請
を
行
う
と
き

は
、
退
職
・
失
業
し
た
こ
と
を
確
認
で
き

る
書
類
（
雇
用
保
険
受
給
者
証
、
雇
用
保

険
被
保
険
者
離
職
票
等
の
写
し
）

用
く
だ
さ
い
。

※
医
療
機
関
受
診
時
の
負
担
割
合
（
１
割
ま

た
は
3
割
）
が
、
前
年
の
所
得
な
ど
に
よ

る
判
定
に
伴
い
、
変
更
と
な
っ
て
い
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

高
齢
化
や
核
家
族
化
が
進
む
現
在
、
老
後

の
こ
と
や
介
護
の
こ
と
は
、
誰
も
が
不
安
に

思
っ
て
い
ま
す
。
介
護
保
険
は
、そ
の
よ
う
な

不
安
を
少
な
く
す
る
た
め
に
、
み
ん
な
で
支

え
合
い
助
け
合
っ
て
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。

　

利
用
者
は
費
用
の
１
割
を
負
担
す
る
こ
と

で
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
残
り
の
9
割
は
、
皆
さ
ま
が
納
め
る

保
険
料
や
国
・
県
・
町
村
の
公
費
で
ま
か
な

わ
れ
ま
す
。

　

介
護
保
険
料
の
金
額
は
、
3
年
毎
に
見
直

さ
れ
、
今
年
度
、
中
新
川
広
域
に
お
け
る
65

歳
以
上
の
方
の
基
準
保
険
料
額
は
、
昨
年
度

と
同
様
で
あ
り
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
65
歳
以
上
の
方
の
平
成
26
年
度
保
険
料
決

定
通
知
書
・
納
付
書
は
、
7
月
中
旬
に
送

付
し
ま
す
。

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除

の
手
続
は
お
早
め
に

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
を
お
送
り
し
ま
す

保
険
料
が

介
護
保
険
を
支
え
て
い
ま
す

常
願
寺
ハ
イ
ツ
改
装
前
の

未
使
用
回
数
券
払
い
戻
し
に
つ
い
て

　

平
成
18
年
９
月
に
行
っ
た
常
願
寺
ハ
イ
ツ
の
改
装

前
の
回
数
券
を
お
持
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

改
装
前
の
回
数
券
は
、
現
在
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

未
使
用
分
に
つ
い
て
払
い
戻
し
を
し
ま
す
の
で
、
常

願
寺
ハ
イ
ツ（
立
山
町
泊
新
）ま
で
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
払
戻
期
限
は
平
成
27
年
10
月
末
日
で
す
。

休
館
日　

毎
週
火
曜
日
は
休
館
し
ま
す
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

常
願
寺
ハ
イ
ツ　

℡
４
６
２

−

１
１
６
４

　

問
い
合
わ
せ
先　

魚
津
年
金
事
務
所

　
　
　

℡
０
７
６
５

－

２
４

－

５
１
５
３

　

現
在
お
持
ち
の
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
証
の
有
効
期
限
は
、
平
成
26
年
7
月
31
日

で
す
。
平
成
26
年
8
月
１
日
か
ら
使
用
す
る

新
し
い
被
保
険
者
証
は
、
7
月
18
日
㈮
よ
り

簡
易
書
留
に
て
順
次
お
送
り
し
ま
す
。

被
保
険
者
証
と
一
緒
に
、

・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
し
お
り

・
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
希
望
カ
ー
ド

・
臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
保
護
シ
ー
ル

を
同
封
し
ま
す
。
内
容
を
ご
確
認
の
上
ご
使

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
の
方
に
は
、
一
部
負

担
金
お
よ
び
入
院
時
の
食
事
代
が
軽
減
さ
れ

る
「
後
期
高
齢
者
医
療
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
申
請
に
よ
り
交
付

さ
れ
ま
す
。
有
効
期
限
は
毎
年
7
月
31
日
で

す
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
引
き

続
き
該
当
す
る
方
に
は
、
7
月
25
日
㈮
か
ら

普
通
郵
便
に
て
順
次
発
送
し
ま
す
。（
更
新

手
続
き
は
不
要
で
す
）

※
世
帯
構
成
員
に
住
民
税
未
申
告
の
方
が
い

る
場
合
は
、
す
で
に
認
定
証
の
交
付
を
受

け
て
い
る
方
で
も
郵
送
し
ま
せ
ん
。
申
告

が
必
要
で
す
。

　

7
月
31
日
㈭
ま
で
に
届
か
な
い
場
合
や
ご

不
明
な
点
が
あ
れ
ば
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　

生
活
環
境
課
住
民
係

℡
４
６
４

－

１
１
２
１（
内
24
）

「
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減
額

認
定
証
」
に
つ
い
て

◎
介
護
が
必
要
に
な
っ
て
も
安
心
し
て

生
活
を
送
る
た
め
に
、
保
険
料
は
必

ず
納
め
ま
し
ょ
う
。

◆
7
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

・
普
通
徴
収　

第
1
期

（
7
月
31
日
納
期
限
）

・
特
別
徴
収　

あ
り
ま
せ
ん

（
次
回
は
、
8
月
の
公
的
年

金
よ
り
天
引
き
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

介
護
保
険
課　

℡
４
６
４

－

１
３
１
６
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お知らせのページ
　

日
本
遺
族
会
で
は
「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦

没
者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没

し
た
旧
戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と

と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
事
業
で
す
。

舟
橋
村
遺
族
会
と
は

　

舟
橋
村
遺
族
会
は
、
戦
没
さ
れ
た
方
の
遺

族
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
は
、
富

山
県
戦
没
者
追
悼
式
や
全
国
戦
没
者
追
悼
式
、

忠
霊
塔
慰
霊
祭
へ
の
参
加
、
護
国
神
社
清
掃

活
動
へ
の
参
加
、
戦
死
さ
れ
た
方
が
奉
ら
れ

て
い
る
奉
安
殿
の
お
守
り
や
管
理
、
総
会
で
の

会
員
同
士
の
親
睦
会
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

舟
橋
村
遺
族
会
で
は
現
在
会
員
を
募
集
し

て
お
り
ま
す
。
戦
没
者
の
遺
族
の
方
で
、
本

会
に
賛
同
し
て
く
だ
さ
る
方
、
ぜ
ひ
入
会
さ

れ
ま
せ
ん
か
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

舟
橋
村
社
会
福
祉
協
議
会

℡
４
６
４

－

１
８
４
７

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

に
つ
い
て

平成26年度
　

ひ
き
こ
も
り
の
お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る

ご
家
族
の
気
持
ち
が
楽
に
な
る
よ
う
に
専
門

家
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。
秘
密
は
守
り
ま
す

の
で
安
心
し
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

実
施
日　

7
月
23
日
㈬

場　

所　

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

助
言
者　

臨
床
心
理
士

★
家
族
相
談
（
座
談
会
）

お
子
さ
ん
を
支
え
て
い
る
ご
家
族
の

サ
ポ
ー
ト　

午
後
2
時
～
3
時
30
分

★
個
別
相
談
（
希
望
者
）

午
後
3
時
30
分
～
5
時

※
相
談
希
望
の
方
は
事
前
に
左
記
へ
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
中
部
厚
生
セ
ン
タ
ー

地
域
保
健
班
（
上
市
町
横
法
音
寺
40
）

℡
４
７
２

－

０
６
３
７

ひ
き
こ
も
り
等

家
族
相
談
の
ご
案
内

○
プ
レ
講
演
会
の
開
催
概
要

▼
日　

時　

平
成
26
年
7
月
30
日
㈬

10
時
～
12
時

▼
場　

所　

富
山
県
農
協
会
館
８
階
ホ
ー
ル

▼
講
演
内
容

【
開
講
挨
拶
】
知
事
（
カ
レ
ッ
ジ
名
誉
校
長
）

【
基
調
講
演
】

テ
ー
マ｢

と
や
ま
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ｣

に
期
待
す
る
こ
と
（
仮
）

　
　

講
師　

日
本
農
業
経
営
大
学
校

校
長　

岸　

康
彦
氏

（
元
日
本
経
済
新
聞 

論
説
委
員
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

　
　

富
山
大
学
教
授　

酒
井
富
夫
氏

　

パ
ネ
ラ
ー　
Ｊ
Ａ
中
央
会
長
、
青
年･

女
性

　
　
　
　
　

農
業
者
、
法
人
経
営
者
等

　

県
で
は
、
次
代
の
農
業
・
農
村
を
担
う
多
く

の
人
材
を
育
て
る
た
め
、
意
欲
あ
る
若
者
に
充

実
し
た
農
業
研
修
を
実
施
す
る
「
と
や
ま
農
業

未
来
カ
レ
ッ
ジ
」
を
平
成
27
年
に
開
設
し
ま
す
。

　

こ
の
カ
レ
ッ
ジ
で
は
、
本
県
で
生
産
さ
れ
て

い
る
水
稲
や
野
菜
・
果
樹
・
花
き
の
知
識
を
学
ぶ

座
学
や
先
進
農
家
の
ほ
場
等
で
プ
ロ
の
技
術
を

学
ぶ
実
習
の
ほ
か
、
機
械
の
操
作
・
点
検
や
資

格
取
得
を
含
む
機
械
演
習
な
ど
を
組
み
合
わ

せ
、
１
年
間
で
就
農
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を

身
に
つ
け
ら
れ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
す
。

　

今
後
は
、
第
一
期
入
学
生
の
募
集
を
7
月
か

ら
開
始
す
る
と
と
も
に
、
プ
レ
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。
プ
レ
講
演
会
は
ど
な
た
で
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

新
た
な
農
業
研
修
機
関

「
と
や
ま
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ
」

の
開
設
に
つ
い
て

○
第
一
期
入
学
生
の
募
集
概
要

　

受
講
期
間　

　
　

平
成
27
年
4
月
～
平
成
28
年
3
月

▼
募
集
時
期　

平
成
26
年
7
月
～
10
月

▼
定　
　

員　

15
名
（
最
大
20
名
程
度
）

▼
応
募
資
格　

富
山
県
内
で
の
就
農
を
希
望

し
、
1
年
間
通
学
可
能
で
卒
業
後
に
45
歳

未
満
の
者

▼
受
講
料　

年
額
１
１
８
、８
０
０
円（
予
定
）

※
教
科
書
代
、
実
習
経
費
等
の
実
費
は
自
己
負
担

▼
選　
　

考　

平
成
26
年
11
月（
予
定
）

作
文
及
び
面
接

▼
結
果
発
表　

平
成
26
年
12
月（
予
定
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

と
や
ま
農
業
未
来
カ
レ
ッ
ジ
準
備
室

℡
４
６
１

－

３
１
８
０

　
　

富
山
県
農
業
経
営
課

℡
４
４
４

－

３
２
６
６

6
月
6
日

舟
橋
村
保
育
所
改
修
工
事

落
札
業
者　

㈱
吉
川
工
業

落
札
金
額　

３
、５
９
６
、４
０
０
円

6
月
11
日

舟
橋
中
学
校
体
育
館
吊
り
天
井
撤
去
工
事

落
札
業
者　

林
建
設
㈱

落
札
金
額　

１
９
、３
３
２
、０
０
０
円

6
月
17
日

舟
橋
村
総
合
庁
舎
外
壁
調
査
業
務

落
札
業
者　

㈱
押
田
建
築
設
計
事
務
所

落
札
金
額　

５
７
２
、４
０
０
円

6
月
17
日

舟
橋
会
館
外
壁
調
査
業
務

落
札
業
者　

㈱
押
田
建
築
設
計
事
務
所

落
札
金
額　

８
７
４
、８
０
０
円

6
月
17
日

村
道
舟
橋
15
号
線
道
路
改
良
工
事
測
量
設
計
業
務

落
札
業
者　

栄
光
測
量
設
計
㈱

落
札
金
額　

４
、４
２
８
、０
０
０
円

入札結果を公表します（金額は全て税込）

問い合わせ先　総務課　℡ 464−1121

〈
実
施
地
域
〉

（
広
域
地
域
）

①
旧
満
州　

②
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

③
旧

ソ
連　

④
マ
リ
ア
ナ
諸
島　

⑤
東
部
ニ
ュ
ー
ギ

ニ
ア（
１
次
）　

⑥
ト
ラ
ッ
ク
・
パ
ラ
オ
諸
島

⑦
ボ
ル
ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島　

⑧
フ
ィ
リ
ピ
ン

（
１
次
）　
⑨
ソ
ロ
モ
ン
諸
島　

⑩
ミ
ャ
ン
マ
ー

（
１
次
）　
⑪
台
湾
・バ
シ
ー
海
峡　
⑫
東
部
ニ
ュ

ー
ギ
ニ
ア（
2
次
）　

⑬
ミ
ャ
ン
マ
ー
・
イ
ン
ド

（
2
次
）　

⑭
フ
ィ
リ
ピ
ン（
2
次
）　

⑮
中
国

（
特
定
地
域
）

①
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア　

②
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島

③
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

参
加
費　

９
万
円

　

日
程
等
の
詳
細
は
日
本
遺
族
会
事
務
局

℡
０
３

－

３
２
６
１

－

５
５
２
１

　

お
申
し
込
み
は

　

富
山
県
遺
族
会　
℡
４
３
２

－

３
５
１
７

ま
で
ご
連
絡
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

特 定 健 康 診 査
（施設健診）

（身体計測、血圧測定、
尿検査、血液検査、
診察、心電図検査等）

◦40歳以上の舟橋村国
民健康保険加入の方
◦75歳以上の方

期間は、6月2日〜10月31日です 中 新 川 郡 の
医 療 機 関

◦受診券及び保険証をご持参くだ
さい

◦中新川郡の指定された医療機関
で受診できます。

◦受診する際は電話等で予約して
ください

◦舟橋村国民健康保険以外（各会
社の健康保険組合等）の方も受
診できます。詳細は、それぞれ
の健康保険組合等からの案内を
ご覧ください

乳 房 検 診
子 宮 検 診

職場や医療機関で受診
する機会がなく、受診
を希望される方

7月 3 日㈭ 午後1：00〜2：00 舟 橋 会 館
◦受診券をご持参ください
◦受診券がない方も受診でき
ますので、お問い合わせく
ださい

ちびっこひろば 生後3か月以上のお子
さんとその養育者の方 7月11日㈮ 午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

お気軽にお越しください
＊内容は「お兄さん、お姉さ
んと遊ぼう！」です

乳幼児健康診査
◦4か月児のお子さん
◦1歳6か月児のお子さ
ん

7月16日㈬ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館
◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 7月16日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です。お気軽にお
越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 7月16日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です。お気軽にお
越しください

三歳児健康診査 平成23年3月生まれの
お子さん 7月24日㈭ 午後1：00〜1：30 上市町保健福祉

総合センター

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳をご持参くだ
さい

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方 受診券をご持参ください。

手元に受診券がない方は、生活環
境課までご連絡ください

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

※胃・大腸・子宮・乳房がん
検診は、「富山県健康増進
センター」で受けることも
可能です肺・胃・大腸・乳房

が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以上
の方で希望される方
乳房：30歳以上の方で
希望される方

「かみいち総合病院」
「済生会富山病院」

健 康 相 談
（担当：保健師・

管理栄養士）
相談を希望される方

7月 4 日㈮
午後5：00〜7：30

舟 橋 会 館

予約は不要です。お気軽にお
越しください
※18日は、「食事・栄養相談日」
です。

7月18日㈮
7月11日㈮

午後1：00〜4：00
7月25日㈮

◆　健康診査・教室・予防接種等のお知らせ　◆

ほけんだより

【問い合わせ先】生活環境課 保健師まで　ＴＥＬ４６４－１１２１

室内での
　熱中症に気をつけましょう�

ミニけんこう広場 �

　

近
年
、
就
寝
中
な
ど
室
内
で
熱
中
症
を
発

症
す
る
事
例
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
屋
外

で
の
活
動
中
だ
け
で
な
く
、
室
内
で
も
熱
中

症
へ
の
注
意
が
必
要
で
す
。

【
室
内
で
の
熱
中
症
予
防
法
】

①
こ
ま
め
な
水
分
補
給
（
の
ど
が
渇
く
前
に

水
分
補
給
を
し
ま
し
ょ
う
）

②
エ
ア
コ
ン
、
扇
風
機
等
で
温
度
調
整

③
室
温
が
上
が
り
に
く
い
環
境
の
確
保
（
換

気
、
遮
光
カ
ー
テ
ン
、
す
だ
れ
等
）

④
こ
ま
め
な
室
温
・
湿
度
の
確
認

　

特
に
高
齢
者
は
、
暑
さ
や
水
分
不
足
に
対

す
る
感
覚
機
能
が
低
下
し
て
い
る
た
め
、
注

意
が
必
要
で
す
。
暑
さ
を
感
じ
て
い
な
く
て

も
室
温
や
湿
度
を
確
認
し
、
エ
ア
コ
ン
等
で

温
度
調
整
を
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

テーマ
　65歳以上の対象者の方に「おたっしゃチェック
リスト」を 6 月下旬に郵送しました。
　届いた「おたっしゃチェックリスト」を読み、
当てはまる所に丸をつけてください。記入した

「おたっしゃチェックリスト」を返信用封筒に入
れ、7月31日㈭までに返信していただくか、生活
環境課にご持参ください。
※「おたっしゃチェックリスト」の結果に基づき、

必要な方に教室のご案内や訪問を実施します。
住民の皆様に元気で長生きしていただくための
大切なものです。提出にご協力をお願いします。

「おたっしゃチェックリスト」
提出のお願い

問い合わせ先
生活環境課 保健師まで　℡ 464−1121
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こんにち
は図書館です

おはなし会
新着図書

＊一般書
大人の体力測定
�どこでもできる！１人でできる！� 田中喜代次

ボケないための、五・七・五 サミュエル・ライダー
感謝が伝わるお礼の手紙・はがき文例集

杉 本 祐 子
＊小説・エッセイ

虚ろな十字架 東 野 圭 吾
いまのあなたへ
�村上春樹への12のオマージュ� 淺 川 継 太他

曲がり角のその先に　�村岡花子エッセイ集�

村 岡 花 子
寂聴まんだら対談 瀬戸内寂聴

＊児童書
ふたごのたこたこウィンナー 西 村 敏 雄
ヒワとゾウガメ ミロコマチコ
石の卵（たくさんのふしぎ傑作集） 山 田 英 春
コロッケくんのぼうけん 二宮由紀子

その他多数新着図書あります。

ＴＥＬ・ＦＡＸ４６３−５８３１
開館時間　平 日　10:00〜19:00（11月〜 3月は10:00〜18:00）

土・日　10:00〜17:00
休館日　　月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日

●イソップおはなし会
7月19日㈯　午後 2時より　2階談話室

●ちっちゃなちっちゃな おはなし会
7月13日㈰
7月20日㈰
7月27日㈰

午前11時より
１階絵本コーナー

６
月
に

１
歳
6
か
月
児

健
康
診
査
を

受
け
た
お
友
達宮

み や

本
も と

紗
さ

那
な

ちゃん
（舟橋）

　特定の年齢に達した方に対して、「子宮頸がん
検診」・「乳がん検診」・「大腸がん検診」の無料クー
ポン券とがん検診手帳を6月に郵送しました。

【対 象 者】　各検診の対象年齢の方で、平成26年
4月20日現在舟橋村在住であった方

【有効期間】　平成26年 6月 2日～
平成27年 2月28日

【留意事項】　医療機関で子宮頸体部検診を受診さ
れる方は、クーポン券の他に村の受診
券を持参されれば差額700円の自己負
担で受診することが可能です。

がん検診無料クーポン券を
活用しましょう

◦子宮頸がん検診の無料クーポン券対象年齢（女性）
20歳　平成 5 年 4 月 2 日～平成 6 年 4 月 1 日生

◦乳がん検診の無料クーポン券対象者年齢（女性）
40歳　昭和48年 4 月 2 日～昭和49年 4 月 1 日生

◦大腸がん検診の無料クーポン券対象者年齢
（男性及び女性）

40歳　昭和48年 4 月 2 日～昭和49年 4 月 1 日生
45歳　昭和43年 4 月 2 日～昭和44年 4 月 1 日生
50歳　昭和38年 4 月 2 日～昭和39年 4 月 1 日生
55歳　昭和33年 4 月 2 日～昭和34年 4 月 1 日生
60歳　昭和28年 4 月 2 日～昭和29年 4 月 1 日生

問い合わせ先　生活環境課保健師まで ℡ 464-1121

村
む ら

本
も と

竜
りよう

馬
ま

くん
（東芦原）

松
ま つ

井
い

　 遊
ゆ う

くん
（海老江）
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日 月 火 水 木 金 土
1
プラスチック製
容器包装

2

燃やせるごみ
3

燃やせないごみ
4

燃やせるごみ
5

6 7

燃やせるごみ
8
プラスチック製
容器包装

9

燃やせるごみ
10

びん・缶
11

燃やせるごみ
12

13 14

燃やせるごみ
剪定枝回収

15
プラスチック製
容器包装

16

燃やせるごみ
17
燃やせないごみ
古紙類

18

燃やせるごみ
19

20 21

海の日
22
プラスチック製
容器包装

23

燃やせるごみ
24 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

25

燃やせるごみ
26

27 28

燃やせるごみ
剪定枝回収

29
プラスチック製
容器包装

30

燃やせるごみ
31 8/1

燃やせるごみ
2

平成26年7月ごみ収集日表
ごみ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

◦問い合わせ先：生活環境課　TEL 464－1121◦

　※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
　※21日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。

　※ごみは、収集日当日朝８時までに、決められた場所へ出してください。

村の人口（6月1日現在）
前年同月

人口 3,060（− 1 ）3,039
男 1,477（− 1 ）1,481
女 1,583（± 0 ）1,558
世帯数　991（− 1 ）　 981

（　　）は前月比

編
集
後
記

　

北
陸
地
方
は
、
平
年
よ
り
7

日
早
い
6
月
5
日
に
梅
雨
入
り

し
、
梅
雨
ら
し
い
日
と
、
夏
に

向
け
て
の
暑
い
日
が
交
互
に
訪

れ
て
い
ま
す
。
表
紙
の
小
学
校

横
の
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
の
紫
陽

花
も
、
子
ど
も
た
ち
の
水
遣
り

等
の
お
世
話
で
、
綺
麗
に
咲
き

ま
し
た
。

　

先
日
、
何
気
な
く
ニ
ュ
ー
ス

を
見
て
い
た
ら
、「
今
日
は
夏

至
で
す
」
と
耳
に
入
り
、
そ
う

い
え
ば
最
近
は
日
の
出
が
剣
岳

の
だ
い
ぶ
北
側
か
ら
出
て
い
る

事
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

　

北
陸
地
方
の
梅
雨
明
け
は
、

平
年
7
月
24
日
頃
。
夏
本
番
が

始
ま
り
ま
す
。
海
に
山
に
、
ベ

ス
ト
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
す
。

夏
の
暑
さ
に
負
け
ず
、
一
日
一

日
、
や
わ
や
わ
元
気
に
健
康
で

過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

（
熱
中
症
に
も
要
注
意
！
） 

お

お支払は便利な
口座振替を

ご利用ください

　

広
報
ふ
な
は
し
の
「
お
め
で
た
／
お
し

あ
わ
せ
に
／
お
く
や
み
」
欄
は
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
の
た
め
、
ご
本
人
・
ご
家
族
か
ら

の
依
頼
が
あ
っ
た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
掲
載
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
届
出
の

際
に
窓
口
で
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

【
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に
／

お
く
や
み
】
欄
に
つ
い
て

7
月
納
税

固
定
資
産
税 

２
期
分

国
民
健
康
保
険
税 

１
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

１
期
分

水
道
料

古紙類収集の実施について
収集日時　7月17日（木）

各地区で指定された時間内に出してください。

収集場所　 各地区資源ごみ（古紙類）集積所
対象物　　新聞類・ダンボール・雑誌
◦金属やプラスチック、ビニール等紙以外のものが含まれ
ているもの（ファイルやバインダー、辞書等）は対象外
です。

古紙類の出し方について
◦ビニールひもで十文字に縛って出してください。収集場
所では、「新聞類」「ダンボール」「雑誌」を種類毎にま
とめて置いてください。
◦毎月第４木曜日収集の「紙製容器包装」と混同されない
よう、各ご家庭で正しく分別してから出してください。

問い合わせ先　生活環境課　TEL 464-1121

舟
橋
村
成
人
式

　

平
成
27
年
舟
橋
村
成
人
式
を
、

平
成
27
年
１
月
11
日
㈰
午
前
10

時
か
ら
舟
橋
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開

催
し
ま
す
。
現
在
、
舟
橋
村
外
に

居
住
さ
れ
る
な
ど
、
舟
橋
村
に
住

民
登
録
さ
れ
て
な
い
方
で
、
参
加

希
望
の
方
は
、
舟
橋
村
教
育
委
員

会
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　

問
い
合
わ
せ
先　

教
育
委
員
会

　

℡
４
６
４

−

１
１
２
６


